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【研究活動の要約】 

 チャ樹の害虫である「チャノハマキホソガ」という小型の蛾類は、その名の通りチャノキの害虫であ

るが、チャノキと同じツバキ属のヤブツバキやサザンカも加害する。チャノキは、中国大陸から日本に

栽培のために持ち込まれた外来植物であるが、ヤブツバキやサザンカはチャノキが持ち込まれる以前か

ら日本に自生していたと考えられる。では、日本の山林のヤブツバキで発生しているチャノハマキホソ

ガは茶園で害虫かしうるのだろうか？そして、茶園で発生している個体群は、中国大陸から茶とともに

移入してきたのだろうか？本研究では、チャノハマキホソガの産卵選好性と日本集団の起源に迫ってみ

た。 

【研究活動の成果】 

 まず、日本および中国、韓国、台湾で発生しているチャノハマキホソガの集団は、地域や寄主植物に

関わりなく 7 割近くが同じミトコンドリアの遺伝子を持っていることが判明した。よって、本種はもと

もと日本に生息していたのではなく、茶の栽培化後に日本にも侵入し、茶園で発生した個体が逆に野外

のヤブツバキ等に溢れ出している状況と推測される。よって、本種はこれまで日本在来の種と考えられ

てきたが、移入種の可能性が高い。 

 そして、本種のメスの産卵選好性、つまり、どの植物に卵を産むかという好みに関しては、ヤブツバ

キ上で発生している集団でも、チャノキへの好みが低下しないという結果が得られた。これは、茶園以

外のツバキ科で発生しているチャノハマキホソガも茶園の茶を加害することを示唆しており、本種の防

除を考える際は、茶園以外のツバキ科植物で発生している個体も含めて検討する必要があることを示し

ている。 
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山林のヤブツバキで発生しているチャノハマキ 

ホソガ。幼虫はヤブツバキの新葉を中華ちまきの 

ように 3角形に巻いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山間の役場の植え込みのサザンカで発生している 

チャノハマキホソガ。新葉に多数の食痕が 

見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

産卵選好性実験の様子。チャノキ、ヤブツバキ、 

サザンカの 3種の葉から、チャノキ–ヤブツバキ、 

チャノキ-サザンカ、ヤブツバキ-サザンカの 

3通りの組み合わせを 1つのメス個体に対して 

3日連続で与え、どの葉により産卵するかを 

調べる。 

 


